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(57)【要約】
【課題】外用剤を皮膚に塗布する際に良好な使用感を有し、かつ大気有害物質の皮膚への
付着を効果的に抑制することができる、大気有害物質の付着抑制方法を提供する。
【解決手段】外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有
害物質の付着抑制方法であって、該外用剤が下記の成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を含有し、
該外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／（Ａ）
］が９以下である、大気有害物質の付着抑制方法である。
　成分（Ａ）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下である疎水化処理された金属酸化物
　成分（Ｂ）：エステル油
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害物質の付
着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ）の含有
量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が９以下である、大気有害物
質の付着抑制方法。
　成分（Ａ）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下である疎水化処理された金属酸化物
　成分（Ｂ）：エステル油
【請求項２】
　成分（Ａ）の金属酸化物が、酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上である、請
求項１に記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項３】
　成分（Ａ）の皮膚への塗布量が０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上である、請求項１又は２に記
載の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項４】
　外用剤中の成分（Ａ）の含有量が１質量％以上４０質量％以下である、請求項１～３の
いずれかに記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項５】
　成分（Ａ）の平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上である、請求項１～４のいずれかに記載
の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項６】
　成分（Ａ）の皮膚への塗布量が０．８ｍｇ／ｃｍ2以下である、請求項３～５のいずれ
かに記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項７】
　成分（Ａ）が、下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種
以上である、請求項１～６のいずれかに記載の大気有害物質の付着抑制方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下である脂肪酸処理された金属酸化
物
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下であるアルキルアルコキシシラン
処理された金属酸化物
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下であるシリコーン処理された金属
酸化物
【請求項８】
　外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（
Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が９以下である、
請求項７に記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項９】
　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚への合計塗布量が０．０３ｍｇ／
ｃｍ2以上である、請求項７又は８に記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項１０】
　外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量が１質量％以上
４０質量％以下である、請求項７～９のいずれかに記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【請求項１１】
　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の金属酸化物が、酸化チタン及び酸化亜
鉛から選ばれる１種以上である、請求項７～１０のいずれかに記載の大気有害物質の付着
抑制方法。
【請求項１２】
　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上であ
る、請求項７～１１のいずれかに記載の大気有害物質の付着抑制方法。
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【請求項１３】
　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚への合計塗布量が０．８ｍｇ／ｃ
ｍ2以下である、請求項９～１２のいずれかに記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大気有害物質の付着抑制方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スギ、ヒノキ等の花粉、ばい煙、粉じん等の大気汚染物質、黄砂などの大気中に
浮遊する有害物質（以下、「大気有害物質」ともいう）が、人体へ様々な健康被害をもた
らすため問題となっている。大気有害物質の中でも、ＰＭ２．５と呼ばれる直径２．５μ
ｍ以下の粒子状物質は、その成分が炭素成分、硫酸塩、硝酸塩、アンモニウム塩等から構
成されており、ＰＭ２．５や黄砂は吸入により循環器系や呼吸器系の疾患を引き起こすこ
とが知られている。また、ＰＭ２．５や黄砂、花粉は、皮膚に付着又は浸透することによ
り肌トラブルの原因となることが指摘されている。例えば、非特許文献１には、ＰＭ２．
５が肌にダメージを与えることに関する学術報告がある。そのため、大気有害物質から肌
を保護する化粧料への要望が強くなっている。
　例えば、特許文献１には、大気汚染物質等の外的刺激から肌を保護するスキンケア化粧
料として、特定量のメタケイ酸アルミン酸マグネシウムと、特定量の紫外線防御剤とを含
有するスキンケア化粧料が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開２０１４／１３６９９３号
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Shiraiwa他、ネイチャー　ケミストリー（Nature　Chemistry）３，２
９１－２９５（２０１１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の技術では、メタケイ酸アルミン酸マグネシウムがその吸着能により大気汚
染物質を吸着して肌に到達させず、酸性物質が付着してもｐＨ緩衝能によって中和するこ
とができ、これらの外的刺激による肌ダメージを軽減することが記載されている。また、
紫外線防御剤は皮膚を紫外線から有効に防御することが記載されている。このような技術
は、大気汚染物質が皮膚へ及ぼす影響を軽減させることができるが、大気汚染物質の皮膚
への付着を防ぐものではなく、改善の余地がある。また、無機粉体を外用剤に配合する場
合、外用剤を皮膚に塗布する際にきしみ等の感触の悪化が生じる場合がある。そのため、
塗布時の良好な使用感も求められる。
　本発明は、外用剤を皮膚に塗布する際に良好な使用感を有し、かつ大気有害物質の皮膚
への付着を効果的に抑制することができる、大気有害物質の付着抑制方法を提供すること
を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、特許文献１に示すように大気汚染物質を吸着させるのではなく、平均一
次粒子径が特定の範囲である疎水化処理された金属酸化物と、エステル油とを特定の質量
比で含有する外用剤を皮膚に塗布することにより、塗布時の感触を悪化させることなく、
ナノサイズの凹凸を皮膚表面に形成し、大気有害物質の皮膚への付着を抑制できることに
着目し、上記課題を解決し得ることを見出した。
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　すなわち、本発明は、外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制す
る、大気有害物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ）の含有
量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が９以下である、大気有害物
質の付着抑制方法を提供する。
　成分（Ａ）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下である疎水化処理された金属酸化物
　成分（Ｂ）：エステル油
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の方法によれば、外用剤を皮膚に塗布する際に良好な使用感を有し、かつ大気有
害物質の皮膚への付着を効果的に抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】大気有害物質の付着抑制効果の評価方法を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
［大気有害物質の付着抑制方法］
　本発明の大気有害物質の付着抑制方法は、外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮
膚への付着を抑制する、大気有害物質の付着抑制方法であって、該外用剤が下記の成分（
Ａ）及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）の含
有量の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が９以下である。
　成分（Ａ）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下である疎水化処理された金属酸化物
　成分（Ｂ）：エステル油
　本発明において「大気有害物質」とは、スギ、ヒノキ等の花粉；硫黄酸化物、ばいじん
、窒素酸化物等のばい煙、粉じん、自動車排出ガス、ベンゼン、トリクロロエチレン、テ
トラクロロエチレン等の有害大気汚染物質、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）等を含む粒子な
どの大気汚染物質；黄砂などの大気中に浮遊する有害物質（ＰＭ２．５を含む）を意味す
る。
　また、本発明において「疎水化処理された金属酸化物」とは、その表面が疎水化処理さ
れてなる金属酸化物をいう。
　なお、以下の記載において、本発明における大気有害物質に対する付着抑制効果を単に
「付着抑制効果」と表記する。
【００１０】
　本発明の付着抑制方法は、外用剤を皮膚に塗布する際に良好な使用感を有し、大気有害
物質、とりわけ微粒子状の大気有害物質に対する付着抑制効果が高い。その理由は定かで
はないが、以下のように考えられる。
　本発明においては、平均一次粒子径が特定の範囲であり、かつその表面が疎水化処理さ
れてなる金属酸化物を皮膚に塗布することにより、皮膚表面にナノサイズの凹凸が形成さ
れるため、大気有害物質が金属酸化物に接触したときの接触面積を低減させることができ
、大気有害物質の付着を効果的に抑制できると考えられる。
　また、本発明に用いる外用剤は、疎水化処理された金属酸化物と、油剤としてエステル
油とを特定の質量比で含有するため、上記の大気有害物質の付着抑制効果を阻害すること
なく、エステル油の潤滑効果により良好な使用感が発現すると考えられる。また、疎水化
処理された金属酸化物は、エステル油と共に皮膚表面上で滑らかに広がるため、良好な使
用感にも寄与すると考えられる。
【００１１】
＜外用剤＞
　本発明で用いる外用剤は、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使
用感を良いものとする観点から、前記成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を含有する。
【００１２】
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〔成分（Ａ）：疎水化処理された金属酸化物〕
　成分（Ａ）は、平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下である疎水化処理された金属酸化
物（以下、「疎水化処理金属酸化物」ともいう）である。
　成分（Ａ）の平均一次粒子径ｄAは、付着抑制効果を向上させる観点から、８００ｎｍ
以下であり、好ましくは５００ｎｍ以下、より好ましくは３００ｎｍ以下、更に好ましく
は２００ｎｍ以下、より更に好ましくは８０ｎｍ以下、より更に好ましくは５０ｎｍ以下
であり、そして、汎用性の観点から、好ましくは５ｎｍ以上、より好ましくは１０ｎｍ以
上である。より具体的には、該平均一次粒子径ｄAは、付着抑制効果を向上させる観点、
及び汎用性の観点から、好ましくは５～８００ｎｍ、より好ましくは５～５００ｎｍ、更
に好ましくは５～３００ｎｍ、より更に好ましくは５～２００ｎｍ、より更に好ましくは
５～８０ｎｍ、より更に好ましくは５～５０ｎｍ、より更に好ましくは１０～５０ｎｍで
ある。
　本発明における平均一次粒子径ｄAは、透過型電子顕微鏡（ＴＥＭ）による観察画像か
ら求めることができる。具体的にはＴＥＭにより観察倍率５０，０００倍の条件にて観察
し、観察画像中の３００個の一次粒子の最大短径を測定し、その数平均値を算出すること
により求められる。ここで、最大短径とは、成分（Ａ）が板状以外の形状を有する場合に
は、長径と直交する短径のうち、最大長を有する短径を意味する。また、成分（Ａ）が板
状である場合には、上記と同様の条件で観察される観察画像中の３００個の一次粒子の厚
さを測定し、その数平均値を算出することにより求められる。具体的には実施例に記載の
方法により測定される。
【００１３】
　成分（Ａ）の金属酸化物は、化粧料等の外用剤に通常用いられるものであれば特に制限
はない。具体的には、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化セリウム、酸化アルミニウム（アルミ
ナ）、酸化マグネシウム、酸化カルシウム、酸化ジルコニウム、酸化鉄、酸化クロム等が
挙げられる。これらの中でも、紫外線防御能を付与できる観点から、好ましくは酸化チタ
ン、酸化亜鉛及び酸化セリウムから選ばれる１種以上であり、より好ましくは酸化チタン
及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上である。
　成分（Ａ）の金属酸化物が酸化チタンである場合、酸化チタンの結晶構造は、アナター
ゼ型、ルチル型、ブルッカイト型のいずれでもよいが、汎用性の観点から、好ましくはル
チル型又はアナターゼ型である。
【００１４】
　成分（Ａ）の形状としては、球状、紡錘状、板状、針状等が挙げられる。これらの中で
も、付着抑制効果を向上させる観点から、球状、紡錘状、板状が好ましい。
　成分（Ａ）の金属酸化物が酸化チタンである場合には、付着抑制効果を向上させる観点
から、紡錘状であることが好ましい。
　成分（Ａ）の金属酸化物が酸化亜鉛である場合には、付着抑制効果を向上させる観点か
ら、球状又は板状であることが好ましい。
　成分（Ａ）の存在形態は、前記平均一次粒子径ｄAが前述の範囲を満たせば、一次粒子
の形態であってもよく、一次粒子が凝集した凝集体（二次粒子）が含まれる形態であって
もよい。
【００１５】
　本発明で用いる外用剤は、疎水化処理された成分（Ａ）を含有することにより、成分（
Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ）の分散性が向上し、付着抑制効果を向上させることがで
きる。
　疎水化処理としては、脂肪酸処理；アルキルアルコキシシラン処理；シリコーン処理；
パーフルオロアルキルリン酸エステル、パーフルオロアルコール、パーフルオロアルキル
アルコキシシラン等のフッ素含有化合物処理；Ｎ－アシルグルタミン酸等のアミノ酸処理
；アルキルリン酸エステル処理などが挙げられる。
　これらの中でも、成分（Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ）の分散性を高め、付着抑制効
果を向上させる観点から、脂肪酸処理、アルキルアルコキシシラン処理、シリコーン処理
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が好ましい。
　すなわち、成分（Ａ）は、成分（Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ）の分散性を高め、付
着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成
分（Ａ３）から選ばれる１種以上である。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下である脂肪酸処理された金属酸化
物
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下であるアルキルアルコキシシラン
処理された金属酸化物
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが８００ｎｍ以下であるシリコーン処理された金属
酸化物
【００１６】
　成分（Ａ１）の脂肪酸処理に用いられる表面処理剤としては、炭素数１２以上２２以下
の直鎖又は分岐鎖の脂肪酸が挙げられる。中でも、成分（Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ
）の分散性を高め、付着抑制効果を向上させる観点から、炭素数１４以上２２以下の直鎖
又は分岐鎖の高級脂肪酸が好ましく、炭素数１６以上２０以下の直鎖又は分岐鎖の高級脂
肪酸がより好ましく、ステアリン酸、イソステアリン酸が更に好ましい。
　成分（Ａ２）のアルキルアルコキシシラン処理に用いられる表面処理剤としては、成分
（Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ）の分散性を高め、付着抑制効果を向上させる観点から
、炭素数６以上２０以下の直鎖又は分岐鎖のアルキル基を有するものが好ましく、オクチ
ルトリエトキシシラン、オクチルトリメトキシシランがより好ましい。
【００１７】
　成分（Ａ３）のシリコーン処理に用いられる表面処理剤としては、メチルポリシロキサ
ン、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルハイドロジェンポ
リシロキサン、メチルシクロポリシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、テ
トラデカメチルヘキサシロキサン、ジメチルシロキサン／メチル（ポリオキシエチレン）
シロキサン／メチル（ポリオキシプロピレン）シロキサン共重合体、ジメチルシロキサン
／メチル（ポリオキシエチレン）シロキサン共重合体、ジメチルシロキサン／メチル（ポ
リオキシプロピレン）シロキサン共重合体、ジメチルシロキサン／メチルセチルオキシシ
ロキサン共重合体、ジメチルシロキサン／メチルステアロキシシロキサン共重合体、アク
リル酸アルキル／ジメチコン共重合体等の各種シリコーン油が挙げられる。これらの中で
も、成分（Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ）の分散性を高め、付着抑制効果を向上させる
観点から、メチルハイドロジェンポリシロキサン、ジメチルポリシロキサンが好ましい。
【００１８】
　前述の表面処理剤は、１種を単独で又は２種以上を組み合わせ用いることができる。
　疎水化処理の処理量は、成分（Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ）の分散性を高め、付着
抑制効果を向上させる観点から、成分（Ａ）に対して、好ましくは０．１質量％以上であ
り、そして、好ましくは４０質量％以下、より好ましくは３０質量％以下である。
　なお、本発明において、成分（Ａ）の質量、塗布量及び平均一次粒子径ｄAは、表面処
理剤を含めての質量、塗布量及び平均一次粒子径ｄAを意味する。
【００１９】
　成分（Ａ）が疎水化処理された酸化チタンである場合、疎水化処理された酸化チタン中
のＴｉＯ2の含有量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは６０質量％以上
、より好ましくは７０質量％以上であり、そして、好ましくは１００質量％未満である。
　成分（Ａ）が疎水化処理された酸化亜鉛である場合、疎水化処理された酸化亜鉛中のＺ
ｎＯの含有量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは６０質量％以上、より
好ましくは７０質量％以上であり、そして、好ましくは１００質量％未満である。
【００２０】
　成分（Ａ）は、成分（Ｂ）を含む外用剤中の成分（Ａ）の分散性を高め、付着抑制効果
を向上させる観点から、好ましくは、成分（Ａ１）として脂肪酸処理酸化チタン及び脂肪
酸処理酸化亜鉛、成分（Ａ２）としてアルキルアルコキシシラン処理酸化チタン及びアル
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キルアルコキシシラン処理酸化亜鉛、並びに成分（Ａ３）としてシリコーン処理酸化チタ
ン及びシリコーン処理酸化亜鉛から選ばれる１種以上であり、より好ましくは、成分（Ａ
２）としてアルキルアルコキシシラン処理酸化チタン及びアルキルアルコキシシラン処理
酸化亜鉛、並びに成分（Ａ３）としてシリコーン処理酸化チタン及びシリコーン処理酸化
亜鉛から選ばれる１種以上であり、更に好ましくは、成分（Ａ２）としてアルキルアルコ
キシシラン処理酸化チタン及びアルキルアルコキシシラン処理酸化亜鉛から選ばれる１種
以上である。
【００２１】
　成分（Ａ１）の市販品としては、堺化学工業（株）製の「ＳＴＲ－１００Ｃ－ＬＦ」（
ステアリン酸処理酸化チタン）；石原産業（株）製の「ＭＰＴ－１７１」（ステアリン酸
処理酸化チタン）；テイカ（株）の「ＭＴ－１００ＴＶ」（ステアリン酸処理酸化チタン
）、「ＭＴ－１００Ｚ」（ステアリン酸処理酸化チタン）等が挙げられる。
　成分（Ａ２）の市販品としては、堺化学工業（株）製の「ＳＴＲ－１００Ｃ－ＯＴＳ」
（オクチルトリエトキシシラン処理酸化チタン）、「ＳＴＲ－１００Ｗ－ＯＴＳ」（オク
チルトリエトキシシラン処理酸化チタン）、「ＦＩＮＥＸ－５０－ＯＴＳ」（オクチルト
リエトキシシラン処理酸化亜鉛）「ＦＩＮＥＸ－３０－ＯＴＳ」（オクチルトリエトキシ
シラン処理酸化亜鉛）等が挙げられる。
　成分（Ａ３）の市販品としては、堺化学工業（株）製の「ＳＴＲ－１００Ａ－ＬＰ」（
シリコーン処理酸化チタン）、「ＦＩＮＥＸ－５０－ＬＰＴＭ」（シリコーン処理酸化亜
鉛）；テイカ（株）製の「ＪＲ－８００Ｓ」（シリコーン処理酸化チタン）、「ＭＰＹ－
７０Ｍ」（シリコーン処理酸化チタン）、「ＭＩＣＲＯ　ＺＩＮＣ　ＯＸＩＤＥ　ＭＺ－
５０４Ｒ３Ｍ」（シリコーン処理酸化亜鉛）、「ＭＴ－６００ＫＳ」（シリコーン処理酸
化亜鉛）；大東化成工業（株）の「Ｄ－ＦＺＮ」（シリコーン処理酸化亜鉛）等が挙げら
れる。
【００２２】
〔成分（Ｂ）：エステル油〕
　成分（Ｂ）は、油剤であり、エステル油である。エステル油としては、合成エステル油
、天然油脂等が挙げられる。
　成分（Ｂ）としては、１価カルボン酸と１価アルコールとのエステル、１価カルボン酸
と多価アルコールとのエステル、多価カルボン酸と１価アルコールとのエステル等が挙げ
られる。
【００２３】
　１価カルボン酸と１価アルコールとのエステルとして、下記一般式（１）で表されるエ
ステルが挙げられる。
　Ｒ1－ＣＯＯ－Ｒ2　　　（１）
　前記一般式（１）において、Ｒ1は、水酸基が置換していてもよく、炭素数１以上２５
以下の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基、又は炭素数６以上２４以下の芳香
族含有炭化水素基を示し、Ｒ2は、炭素数１以上３０以下の直鎖又は分岐鎖のアルキル基
又はアルケニル基を示す。
【００２４】
　Ｒ1がアルキル基又はアルケニル基の場合、炭素数は、皮膚に塗布する際の使用感を良
いものとする観点から、好ましくは７以上、より好ましくは９以上、更に好ましくは１１
以上であり、そして、前記と同様の観点から、好ましくは２３以下、より好ましくは２１
以下、更に好ましくは１９以下である。
　Ｒ1が芳香族含有炭化水素基の場合、炭素数は、皮膚に塗布する際の使用感を良いもの
とする観点から、好ましくは８以上、より好ましくは１０以上であり、そして、前記と同
様の観点から、好ましくは２２以下、より好ましくは２０以下である。
　Ｒ2の炭素数は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは２
以上であり、そして、前記と同様の観点から、好ましくは２８以下、より好ましくは２０
以下、更に好ましくは１８以下である。
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　また、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、Ｒ1及びＲ2の少なくとも
一方が、分岐アルキル基であることが好ましい。
【００２５】
　前記一般式（１）で表されるエステルの具体例としては、２－エチルヘキサン酸ミリス
チル、２－エチルヘキサン酸セチル、２－エチルヘキサン酸ステアリル、オクタン酸イソ
デシル、オクタン酸セチル、オクタン酸イソセチル、イソノナン酸イソノニル、イソノナ
ン酸イソトリデシル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ラウリン酸ヘキシル、ミリス
チン酸イソプロピル、ミリスチン酸イソトリデシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、
ミリスチン酸ミリスチル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、
パルミチン酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－
ヘプチルウンデシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、ステアリ
ン酸ステアリル、ステアリン酸イソセチル、ステアリン酸セチル、イソステアリン酸イソ
セチル、イソステアリン酸コレステリル、オレイン酸デシル、オレイン酸オレイル、オレ
イン酸オクチルドデシル、酢酸ラノリン、ヒドロキシステアリン酸コレステリル、ラノリ
ン脂肪酸イソプロピル、ラノリン脂肪酸コレステリル、ヒマシ油脂肪酸メチル（リシノレ
イン酸メチル）、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、及び安息香酸アルキル（アルキルの炭素
数１２～１５）から選ばれる１種以上が挙げられる。
【００２６】
　１価カルボン酸と１価アルコールとのエステルとして、下記一般式（２）で表されるエ
ステルも挙げられる。
　Ｒ3－ＣＯＯ－（ＡＯ）n－Ｒ4　　　（２）
　前記一般式（２）において、Ｒ3は、水酸基が置換していてもよく、炭素数１以上２５
以下の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基を示し、Ｒ4は炭素数６以上２４以
下の芳香族含有炭化水素基を示す。ＡＯは、炭素数２以上４以下のアルキレンオキシ基を
示し、ｎは１以上５０以下の平均付加モル数を表す。
　Ｒ3は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは炭素数が７
以上であり、そして、前記と同様の観点から、好ましくは２３以下、より好ましくは２１
以下、更に好ましくは１９以下のアルキル基である。
　Ｒ4は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは炭素数が６
以上であり、そして、前記と同様の観点から、好ましくは２２以下、より好ましくは２０
以下、更に好ましくは１８以下の芳香族含有炭化水素基、より更に好ましくはベンジル基
である。
　ＡＯ基は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくはプロピレ
ンオキシ基であり、前記と同様の観点から、ｎは、好ましくは１以上１０以下、より好ま
しくは１以上５以下である。
　前記一般式（２）で表されるエステルの具体例としては、ミリスチン酸とベンジルアル
コールのプロピレンオキシド３モル付加体とのエステル（クローダ社製の「クロダモルＳ
ＴＳ」）、２－エチルヘキサン酸とベンジルアルコールのプロピレンオキシド３モル付加
体とのエステル（クローダ社製の「クロダモルＳＦＸ」）等が挙げられる。
【００２７】
　１価カルボン酸と多価アルコールとのエステルとして、下記一般式（３）で表されるエ
ステルが挙げられる。
　Ｒ5－（ＯＣＯＲ6）p　　　（３）
　前記一般式（３）において、Ｒ5は多価アルコール残基を示し、好ましくは炭素数２以
上１０以下の直鎖又は分岐鎖の炭化水素基であり、Ｒ6は炭素数１以上２５以下の１価カ
ルボン酸残基を示し、ｐは２以上１０以下の整数を示す。
　なお、Ｒ5はエーテル結合を有してもよい。また、ｐは、好ましくは前記多価アルコー
ルが有するヒドロキシ基と同じ数である。
　Ｒ6は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは炭素数が７
以上、より好ましくは９以上、更に好ましくは１１以上であり、そして、前記と同様の観
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点から、好ましくは２３以下、より好ましくは２１以下、更に好ましくは１９以下のアル
キル基である。
【００２８】
　前記一般式（３）で表されるエステルとして、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、
ジ２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコール、ジ（カプリル酸／カプリン酸）プロバ
ンジオール、ジイソステアリン酸プロパンジオール、ジ２－エチルヘキサン酸エチレング
リコール、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル、トリ２－エチルヘキシル酸グリ
セリル、トリ２－ヘプチルウンデカン酸グリセリル、トリミリスチン酸グリセリル、トリ
２－エチルヘキシル酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプ
ロパン、テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール、脂肪酸ジペンタエリスリト
ール、天然油脂が挙げられる。
　天然油脂としてはヒマシ油、カカオ油、ミンク油、アボカド油、オリーブ油、ヒマワリ
油、ツバキ油、キョウニン油、アーモンド油、コムギ胚芽油、テオブロマグランジフロル
ム種子油、ブドウ種子油、ババス油、ホホバ油、マカデミアナッツ油、ユチャ油、シア脂
油、トウツバキ種子油、メドウフォーム油が挙げられる。
【００２９】
　多価カルボン酸と１価アルコールとのエステルとしては、下記一般式（４）で表される
エステルも挙げられる。
　Ｒ7－（ＣＯＯＲ8）q　　　（４）
　前記一般式（４）において、Ｒ7は炭素数２以上１０以下の多価カルボン酸残基であり
、Ｒ8は炭素数１以上２５以下の１価アルコール残基を示し、ｑは２以上１０以下の整数
である。また、ｑは、好ましくは前記多価カルボン酸が有するカルボキシ基と同じ数であ
る。
　Ｒ8は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは３以上、よ
り好ましくは７以上であり、そして、前記と同様の観点から、好ましくは２３以下、より
好ましくは２１以下、更に好ましくは１９以下である。
　具体的には、リンゴ酸ジイソステアリル、コハク酸ジ２－エチルヘキシル、アジピン酸
ジイソブチル、アジピン酸ジ２－ヘプチルウンデシル、アジピン酸ジ２－ヘキシルデシル
、セバシン酸ジ２－エチルヘキシル、セバシン酸ジイソプロピル等が挙げられる。
【００３０】
　成分（Ｂ）は、紫外線による皮膚の損傷を防御する観点から、その構造により紫外線吸
収能を有するエステル系紫外線吸収剤であってもよい。
　エステル系紫外線吸収剤としては、サリチル酸ホモメンチル、サリチル酸オクチル、サ
リチル酸トリエタノールアミン等のサリチル酸系紫外線吸収剤；パラアミノ安息香酸、エ
チルジヒドロキシプロピルパラアミノ安息香酸、パラアミノ安息香酸グリセリル、ジメチ
ルパラアミノ安息香酸オクチル、ジメチルパラアミノ安息香酸アミル、ジメチルパラアミ
ノ安息香酸２－エチルへキシル等のパラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤；パラメトキシケ
イ皮酸２－エチルヘキシル（例えば、ＢＡＳＦジャパン（株）製の「ユビナールＭＣ８０
」）、ジパラメトキシケイ皮酸モノ－２－エチルヘキサン酸グリセリル、２，５－ジイソ
プロピルケイ皮酸メチル、２，４，６－トリス［４－（２－エチルへキシルオキシカルボ
ニル）アニリノ］－１，３，５－トリアジン（エチルヘキシルトリアゾン）（例えば、Ｂ
ＡＳＦジャパン（株）製の「ユビナールＴ１５０」）、トリメトキシケイ皮酸メチルビス
（トリメチルシロキシ）シリルイソペンチル、パラメトキシケイ皮酸イソプロピル／ジイ
ソプロピルケイ皮酸エステル混合物、ｐ－メトキシハイドロケイ皮酸ジエタノールアミン
塩等のケイ皮酸系紫外線吸収剤；オクトクリレン（例えば、ＤＳＭニュートリションジャ
パン（株）製の「パラソール３４０」）；ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリジ
ンプロピオン酸２－エチルヘキシル（例えば、味の素（株）製の「ソフトシェードＤＨ」
）；シノキサート；メチル－Ｏ－アミノベンゾエート；ジエチルアミノヒドロキシベンゾ
イル安息香酸ヘキシル（例えば、ＢＡＳＦジャパン（株）製の「ユビナールＡｐｌｕｓ」
、「ユビナールＡ　Ｐｌｕｓ　ＧＲＡＮＵＬＡＲ」）などが挙げられる。
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【００３１】
　成分（Ｂ）としては、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感
を良いものとする観点から、好ましくは２５℃で液体状のエステル油である。２５℃で液
体状のエステル油とは、融点が２５℃以下のエステル油である。すなわち、成分（Ｂ）は
、好ましくは１気圧下、２５℃にて流動性を有するエステル油である。具体的には、好ま
しくは前記一般式（１）又は前記一般式（３）で表されるエステルであり、より好ましく
はパルミチン酸イソプロピル、イソノナン酸イソノニル、ジカプリン酸ネオペンチルグリ
コール、ジ２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコール、及びトリ２－エチルヘキシル
酸グリセリルから選ばれる１種以上である。
　成分（Ｂ）としてエステル系紫外線吸収剤を用いる場合、成分（Ｂ）は、付着抑制効果
を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましく
はパラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル、２，４，６－トリス［４－（２－エチルへ
キシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，３，５－トリアジン、及びジエチルアミノヒ
ドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシルから選ばれる１種以上である。
【００３２】
　前記外用剤は、成分（Ａ）及び成分（Ｂ）の他、外用剤の用途に応じて使用される美容
成分や薬効成分、又は皮膚化粧料等の外用剤に通常使用される成分を、本発明の目的を損
なわない範囲で適宜含有してもよい。当該成分としては、成分（Ａ）及び成分（Ｂ）以外
の、油剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、界面活性剤、増粘剤、ｐＨ調整剤、殺菌剤、抗炎
症剤、防腐剤、着色剤、キレート剤、保湿剤、パール剤、セラミド類、制汗剤、香料等が
挙げられる。
【００３３】
〔成分（Ｃ）：成分（Ｂ）以外の不揮発性の油剤〕
　前記外用剤は、成分（Ｃ）として成分（Ｂ）以外の不揮発性の油剤を更に含有してもよ
い。本発明における「不揮発性」とは、以下の方法により測定される、２５℃、６時間で
の蒸発量が２０％未満であることを意味する。
　測定方法：直径１２０ｍｍのガラス製シャーレの中に、直径９０ｍｍの濾紙を入れ、濾
紙にサンプルを１ｇのせて、６５％ＲＨの室内（２５℃）に６時間保存する。保存前後の
サンプルの質量を測定し、下記式により蒸発量を算出する。
　蒸発量（％）＝（保存前サンプル質量－保存後サンプル質量）／保存前サンプル質量×
１００
　成分（Ｃ）としては、炭化水素油、シリコーン油、高級脂肪酸、及び高級アルコールか
ら選ばれる１種以上が挙げられる。中でも、不揮発性の炭化水素油（Ｃ１）（以下、「成
分（Ｃ１）」ともいう）、及び不揮発性のシリコーン油（Ｃ２）（以下、「成分（Ｃ２）
」ともいう）から選ばれる１種以上が好ましい。
【００３４】
　成分（Ｃ１）としては、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、炭素数
１８以上の飽和又は不飽和の炭化水素が好ましい。
　成分（Ｃ１）の具体例としては、スクワレン、スクワラン、流動パラフィン、水添ポリ
イソブテン（流動イソパラフィン、重質流動イソパラフィン）、流動オゾケライト、α－
オレフィンオリゴマー、シクロパラフィン、ポリブテン、プリスタン等の２５℃で液体状
の炭化水素油；ワセリン、セレシン、オゾケライト、パラフィンワックス、マイクロクリ
スタリンワックス、ポリエチレンワックス等の２５℃で固体状の炭化水素油などが挙げら
れる。成分（Ｃ１）は、１種を単独で又は２種以上を組み合わせ用いることができる。
　これらの中でも、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、融点を有さず
２５℃で液体状の炭化水素油が好ましく、２５℃における動粘度が５ｍｍ2／ｓ以上１０
万ｍｍ2／ｓ以下の炭化水素油がより好ましく、水添ポリイソブテンが更に好ましく、流
動イソパラフィンがより更に好ましい。
　成分（Ｃ１）の２５℃における動粘度は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする
観点から、更に好ましくは６ｍｍ2／ｓ以上であり、そして、前記と同様の観点から、更
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に好ましくは１万ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは５，０００ｍｍ2／ｓ以下、より更
に好ましくは１，０００ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは５００ｍｍ2／ｓ以下、より
更に好ましくは３００ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは１００ｍｍ2／ｓ以下、より更
に好ましくは５０ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは３０ｍｍ2／ｓ以下である。
　成分（Ｃ１）の２５℃における動粘度は、ＡＳＴＭ　Ｄ　４４５－４６Ｔ又はＪＩＳ　
Ｚ　８８０３に準じて、ウベローデ粘度計により測定することができる。
　成分（Ｃ１）の市販品としては、日油（株）製の「パールリームＥＸ」（流動イソパラ
フィン）等が挙げられる。
【００３５】
　成分（Ｃ２）は、不揮発性のシリコーン油であり、具体的には、ジメチルポリシロキサ
ン、メチルフェニルポリシロキサン、メチルハイドロジェンポリシロキサン、ジメチコノ
ール（両末端にヒドロキシ基で封鎖されたジメチルポリシロキサン）等の直鎖状オルガノ
ポリシロキサン；アミノ変性シリコーン（分子内にアミノ基を有するジメチルポリシロキ
サン）、両末端に分岐型ポリグリセロール鎖を有するポリグリセリン変性シリコーン等の
変性シリコーン；アミノ誘導体シリコーン；シリコーンワックス等の液体状、半固体、又
は固体状のシリコーン油が挙げられる。成分（Ｃ２）は、１種を単独で又は２種以上を組
み合わせ用いることができる。
　成分（Ｃ２）は、これらの中でも、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点か
ら、好ましくは直鎖状オルガノポリシロキサン、より好ましくはジメチルポリシロキサン
である。
【００３６】
　成分（Ｃ２）としては、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点及び付着抑制
効果を向上させる観点から、２５℃における動粘度が５ｍｍ2／ｓ以上１０万ｍｍ2／ｓ以
下のシリコーン油が好ましい。
　成分（Ｃ２）の２５℃における動粘度は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする
観点から、より好ましくは６ｍｍ2／ｓ以上であり、そして、付着抑制効果を向上させる
観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、より好ましくは１万ｍ
ｍ2／ｓ以下、更に好ましくは５，０００ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは１，０００
ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは５００ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは３００ｍ
ｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは１００ｍｍ2／ｓ以下、より更に好ましくは５０ｍｍ2

／ｓ以下、より更に好ましくは３０ｍｍ2／ｓ以下である。
　成分（Ｃ２）の２５℃における動粘度は、上記と同様に測定することができる。
　成分（Ｃ２）の市販品としては、信越化学工業（株）製の「ＫＦ－９６Ａ－６ｃｓ」（
ジメチルポリシロキサン）、「ＫＦ－９６Ａ－１０ｃｓ」（ジメチルポリシロキサン）等
が挙げられる。
【００３７】
〔成分（Ｄ）：揮発性油〕
　前記外用剤は、成分（Ｄ）として揮発性油を更に含有してもよい。
　本発明における「揮発性」とは、前述の方法により測定される、２５℃、６時間での蒸
発量が２０％超であることを意味する。
【００３８】
　成分（Ｄ）としては、揮発性のシリコーン油、揮発性の炭化水素油等が挙げられる。
　本発明における揮発性のシリコーン油としては、２５℃における動粘度が５ｍｍ2／ｓ
未満であるシリコーン油が好ましい。成分（Ｄ）の２５℃における動粘度は、上記と同様
に測定することができる。
　揮発性のシリコーン油としては、直鎖状オルガノポリシロキサン、環状オルガノポリシ
ロキサンが挙げられる。
　直鎖状オルガノポリシロキサンの具体例としては、オクタメチルトリシロキサン、デカ
メチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、１，１，１，３，５，５，５
－ヘプタメチル－３－［（トリメチルシリル）オキシ］－トリシロキサンが挙げられる。



(12) JP 2020-200316 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

　環状オルガノポリシロキサンとしては、炭素数が１以上５以下のアルキル基を置換基と
して有する４～６員環の環状シロキサンが挙げられ、具体例として、オクタメチルシクロ
テトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン等が挙げられる。
　揮発性のシリコーン油の市販品としては、信越化学工業（株）製の「ＫＦ－９６Ａ－１
ｃｓ」（オクタメチルトリシロキサン）、「ＫＦ－９６Ｌ－１．５ｃｓ」（デカメチルテ
トラシロキサン）、「ＫＦ－９６Ｌ－２ｃｓ」（ドデカメチルペンタシロキサン）、「Ｋ
Ｆ－９９５」（デカメチルシクロペンタシロキサン）、「ＴＭＦ－１．５」（１，１，１
，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－［（トリメチルシリル）オキシ］－トリシロキサ
ン）；東レ・ダウコーニング（株）製の「ＳＨ２００Ｃ　Ｆｌｕｉｄ　１ｃｓ」（オクタ
メチルトリシロキサン）、「ＳＨ２００Ｃ　Ｆｌｕｉｄ　１．５ｃｓ」（デカメチルテト
ラシロキサン）、「ＳＨ２００Ｃ　Ｆｌｕｉｄ　２ｃｓ」（ドデカメチルペンタシロキサ
ン）、「ＳＨ２４５　Ｆｌｕｉｄ」（デカメチルシクロペンタシロキサン）；モメンティ
ブ・パフォーマンス・マテリアルズ社製の「ＴＳＦ４０５Ａ」（デカメチルシクロペンタ
シロキサン）等が挙げられる。
【００３９】
　揮発性の炭化水素油としては、炭素数８以上１６以下の飽和又は不飽和の炭化水素油が
好ましく、例えば、ｎ－デカン、ｎ－ウンデカン、ｎ－ドデカン等のパラフィン系炭化水
素油；イソデカン、イソドデカン、水添ポリイソブテン（軽質流動イソパラフィン）等の
イソパラフィン系炭化水素油；シクロデカン、シクロドデカン等の環状パラフィン炭化水
素油などが挙げられる。
【００４０】
〔外用剤の製造〕
　本発明に用いる外用剤は、外用剤の剤型に応じて公知の方法を適宜用いることにより製
造することができる。例えば、成分（Ａ）、成分（Ｂ）、及び必要に応じて前述の他の成
分を配合し、ディスパー等により撹拌、混合する方法が挙げられる。
　前記外用剤が、後述する油中水滴型（Ｗ／Ｏ）型又は水中油滴型（Ｏ／Ｗ）である場合
には、水相と油相とをそれぞれ調製した後、両者を混合する方法を用いることもできる。
【００４１】
（外用剤中の成分（Ａ）の含有量）
　前記外用剤中の成分（Ａ）の含有量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましく
は１質量％以上、より好ましくは２質量％以上、更に好ましくは３質量％以上であり、そ
して、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好まし
くは４０質量％以下、より好ましくは３５質量％以下、更に好ましくは３０質量％以下で
ある。より具体的には、該成分（Ａ）の含有量は、付着抑制効果を向上させる観点、及び
皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは１～４０質量％、より
好ましくは２～３５質量％、更に好ましくは３～３０質量％である。
【００４２】
（外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量）
　前記外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量は、付着抑
制効果を向上させる観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは２質量％以上、
更に好ましくは３質量％以上であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとす
る観点、及び経済性の観点から、好ましくは４０質量％以下、より好ましくは３５質量％
以下、更に好ましくは３０質量％以下である。より具体的には、該成分（Ａ１）、成分（
Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量は、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗
布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは１～４０質量％、より好ましく
は２～３５質量％、更に好ましくは３～３０質量％である。
【００４３】
（外用剤中の成分（Ｂ）の含有量）
　前記外用剤中の成分（Ｂ）の含有量は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観
点から、好ましくは０．０５質量％以上、より好ましくは０．１質量％以上、更に好まし
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くは１質量％以上、より更に好ましくは３質量％以上、より更に好ましくは５質量％以上
、より更に好ましくは８質量％以上、より更に好ましくは１０質量％以上であり、そして
、前記と同様の観点、及び付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは６０質量％以
下、より好ましくは５０質量％以下、更に好ましくは４０質量％以下、より更に好ましく
は３０質量％以下、より更に好ましくは２５質量％以下、より更に好ましくは２０質量％
以下、より更に好ましくは１８質量％以下、より更に好ましくは１６質量％以下である。
【００４４】
（質量比［（Ｂ）／（Ａ）］）
　前記外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／（
Ａ）］は、付着抑制効果を向上させる観点から、９以下であり、好ましくは８以下、より
好ましくは６以下、更に好ましくは４以下、より更に好ましくは３以下であり、そして、
皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．０１以上、より好
ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上である。より具体的には、前記質量比
［（Ｂ）／（Ａ）］は、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感
を良いものとする観点から、好ましくは９以下０．０１以上、より好ましくは８以下０．
０１以上、更に好ましくは６以下０．０５以上、より更に好ましくは４以下０．０５以上
、より更に好ましくは４以下０．１以上、より更に好ましくは３以下０．１以上である。
【００４５】
（質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］）
　成分（Ａ）が、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上で
ある場合、前記外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に
対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］は、
付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは９以下、より好ましくは８以下、更に好
ましくは６以下、より更に好ましくは４以下、より更に好ましくは３以下であり、そして
、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．０１以上、より
好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上である。より具体的には、前記質量
比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］は、付着抑制効果を向上させる観点、
及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは９以下０．０１以
上、より好ましくは８以下０．０１以上、更に好ましくは６以下０．０５以上、より更に
好ましくは４以下０．０５以上、より更に好ましくは４以下０．１以上、より更に好まし
くは３以下０．１以上である。
【００４６】
　前記外用剤が更に成分（Ｃ１）（不揮発性の炭化水素油）を含有する場合、該外用剤中
の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｃ１）の含有量の質量比α１（＝［（Ｃ１）／（Ａ
）］）は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは３．５以下、より好ましくは
３以下、更に好ましくは２．５以下、より更に好ましくは２以下であり、そして、皮膚に
塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．０１以上、より好ましく
は０．０３以上、更に好ましくは０．０５以上、より更に好ましくは０．１以上である。
　また、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）と成分（Ｃ１）の合計含有
量の質量比β１（＝［〔（Ｂ）＋（Ｃ１）〕／（Ａ）］）は、付着抑制効果を向上させる
観点から、好ましくは９以下、より好ましくは８以下、更に好ましくは６以下、より更に
好ましくは４以下、より更に好ましくは３以下であり、そして、皮膚に塗布する際の使用
感を良いものとする観点から、好ましくは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、
更に好ましくは０．１以上である。
　そして、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものと
する観点から、好ましくは質量比α１が３．５以下０．０１以上、かつ質量比β１が９以
下０．０１以上、より好ましくは質量比α１が３以下０．０３以上、かつ質量比β１が８
以下０．０１以上、更に好ましくは質量比α１が２．５以下０．０５以上、かつ質量比β
１が６以下０．０５以上、より更に好ましくは質量比α１が２以下０．１以上、かつ質量
比β１が４以下０．１以上、より更に好ましくは質量比α１が２以下０．１以上、かつ質
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量比β１が３以下０．１以上である。
【００４７】
　前記外用剤が更に成分（Ｃ１）を含有する場合、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ
２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｃ１）の含有量の質量比αＩ（＝［（
Ｃ１）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］）の好ましい数値範囲は、質量比α１の好
ましい数値範囲と同様である。
　また、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対す
る成分（Ｂ）と成分（Ｃ１）の合計含有量の質量比βＩ（＝［〔（Ｂ）＋（Ｃ１）〕／〔
（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］）の好ましい数値範囲は、質量比β１の好ましい数値
範囲と同様である。
　そして、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものと
する観点から、好ましくは質量比αＩが３．５以下０．０１以上、かつ質量比βＩが９以
下０．０１以上、より好ましくは質量比αＩが３以下０．０３以上、かつ質量比βＩが８
以下０．０１以上、更に好ましくは質量比αＩが２．５以下０．０５以上、かつ質量比β
Ｉが６以下０．０５以上、より更に好ましくは質量比αＩが２以下０．１以上、かつ質量
比βＩが４以下０．１以上、より更に好ましくは質量比αＩが２以下０．１以上、かつ質
量比βＩが３以下０．１以上である。
【００４８】
　前記外用剤が更に成分（Ｃ２）（不揮発性のシリコーン油）を含有する場合、該外用剤
中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｃ２）の含有量の質量比α２（＝［（Ｃ２）／（
Ａ）］）は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは０．８５以下、より好まし
くは０．８０以下、更に好ましくは０．７５以下、より更に好ましくは０．７０以下であ
り、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．０１
以上、より好ましくは０．０２以上、更に好ましくは０．０３以上である。
　また、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）と成分（Ｃ２）の合計含有
量の質量比β２（＝［〔（Ｂ）＋（Ｃ２）〕／（Ａ）］）は、付着抑制効果を向上させる
観点から、好ましくは９以下、より好ましくは８以下、更に好ましくは６以下、より更に
好ましくは４以下、より更に好ましくは３以下であり、そして、皮膚に塗布する際の使用
感を良いものとする観点から、好ましくは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、
更に好ましくは０．１以上である。
　そして、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものと
する観点から、好ましくは質量比α２が０．８５以下０．０１以上、かつ質量比β２が９
以下０．０１以上、より好ましくは質量比α２が０．８０以下０．０１以上、かつ質量比
β２が８以下０．０１以上、更に好ましくは質量比α２が０．７５以下０．０２以上、か
つ質量比β２が６以下０．０５以上、より更に好ましくは質量比α２が０．７０以下０．
０３以上、かつ質量比β２が４以下０．１以上、より更に好ましくは質量比α２が０．７
０以下０．０３以上、かつ質量比β２が３以下０．１以上である。
【００４９】
　前記外用剤が更に成分（Ｃ２）を含有する場合、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ
２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｃ２）の含有量の質量比αII（＝［（
Ｃ２）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］）の好ましい数値範囲は、質量比α２の好
ましい数値範囲と同様である。
　また、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対す
る成分（Ｂ）と成分（Ｃ２）の合計含有量の質量比βII（＝［〔（Ｂ）＋（Ｃ２）〕／〔
（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］）の好ましい数値範囲は、質量比β２の好ましい数値
範囲と同様である。
　そして、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものと
する観点から、好ましくは質量比αIIが０．８５以下０．０１以上、かつ質量比βIIが９
以下０．０１以上、より好ましくは質量比αIIが０．８０以下０．０１以上、かつ質量比
βIIが８以下０．０１以上、更に好ましくは質量比αIIが０．７５以下０．０２以上、か
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つ質量比βIIが６以下０．０５以上、より更に好ましくは質量比αIIが０．７０以下０．
０３以上、かつ質量比βIIが４以下０．１以上、より更に好ましくは質量比αIIが０．７
０以下０．０３以上、かつ質量比βIIが３以下０．１以上である。
【００５０】
　前記外用剤が更に成分（Ｃ１）及び成分（Ｃ２）を含有する場合、該外用剤中の成分（
Ａ）の含有量に対する成分（Ｃ１）と成分（Ｃ２）の合計含有量の質量比α（１－２）（
＝［〔（Ｃ１）＋（Ｃ２）〕／（Ａ）］）は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ま
しくは３．５以下、より好ましくは３以下、更に好ましくは２．５以下、より更に好まし
くは２以下であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ま
しくは０．０１以上、より好ましくは０．０３以上、更に好ましくは０．０５以上、より
更に好ましくは０．１以上である。
　また、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）と成分（Ｃ１）と成分（Ｃ
２）の合計含有量の質量比β（１－２）（＝［〔（Ｂ）＋（Ｃ１）＋（Ｃ２）〕／（Ａ）
］）は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは９以下、より好ましくは８以下
、更に好ましくは６以下、より更に好ましくは４以下、より更に好ましくは３以下であり
、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．０１以
上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上である。
　そして、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものと
する観点から、好ましくは前記質量比α２が０．８５以下０．０１以上、かつ質量比α（
１－２）が３．５以下０．０１以上、かつ質量比β（１－２）が９以下０．０１以上、よ
り好ましくは質量比α２が０．８０以下０．０１以上、かつ質量比α（１－２）が３以下
０．０３以上、かつ質量比β（１－２）が８以下０．０１以上、更に好ましくは質量比α
２が０．７５以下０．０２以上、かつ質量比α（１－２）が２．５以下０．０５以上、か
つ質量比β（１－２）が６以下０．０５以上、より更に好ましくは質量比α２が０．７０
以下０．０３以上、かつ質量比α（１－２）が２以下０．１以上、かつ質量比β（１－２
）が４以下０．１以上、より更に好ましくは質量比α２が０．７０以下０．０３以上、か
つ質量比α（１－２）が２以下０．１以上、かつ質量比β（１－２）が３以下０．１以上
である。
【００５１】
　前記外用剤が更に成分（Ｃ１）及び成分（Ｃ２）を含有する場合、該外用剤中の成分（
Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｃ１）と成分（Ｃ２
）の合計含有量の質量比α（Ｉ－II）（＝［〔（Ｃ１）＋（Ｃ２）〕／〔（Ａ１）＋（Ａ
２）＋（Ａ３）〕］）の好ましい数値範囲は、質量比α（１－２）の好ましい数値範囲と
同様である。
　また、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対す
る成分（Ｂ）と成分（Ｃ１）と成分（Ｃ２）の合計含有量の質量比β（Ｉ－II）（＝［〔
（Ｂ）＋（Ｃ１）＋（Ｃ２）〕／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］）の好ましい数値
範囲は、質量比β（１－２）の好ましい数値範囲と同様である。
　そして、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものと
する観点から、好ましくは前記質量比αIIが０．８５以下０．０１以上、かつ質量比α（
Ｉ－II）が３．５以下０．０１以上、かつ質量比β（Ｉ－II）が９以下０．０１以上、よ
り好ましくは質量比αIIが０．８０以下０．０１以上、かつ質量比α（Ｉ－II）が３以下
０．０３以上、かつ質量比β（Ｉ－II）が８以下０．０１以上、更に好ましくは質量比α
IIが０．７５以下０．０２以上、かつ質量比α（Ｉ－II）が２．５以下０．０５以上、か
つ質量比β（Ｉ－II）が６以下０．０５以上、より更に好ましくは質量比αIIが０．７０
以下０．０３以上、かつ質量比α（Ｉ－II）が２以下０．１以上、かつ質量比β（Ｉ－II
）が４以下０．１以上、より更に好ましくは質量比αIIが０．７０以下０．０３以上、か
つ質量比α（Ｉ－II）が２以下０．１以上、かつ質量比β（Ｉ－II）が３以下０．１以上
である。
【００５２】
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（成分（Ｃ１）の含有量）
　前記外用剤が成分（Ｃ１）を含有する場合、該外用剤中の成分（Ｃ１）の含有量は、皮
膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．１質量％以上、より
好ましくは１質量％以上、更に好ましくは３質量％以上、より更に好ましくは５質量％以
上であり、そして、前記と同様の観点、及び付着抑制効果を向上させる観点から、好まし
くは２５質量％以下、より好ましくは２０質量％以下、更に好ましくは１８質量％以下、
より更に好ましくは１６質量％以下である。
【００５３】
（成分（Ｃ２）の含有量）
　前記外用剤が成分（Ｃ２）を含有する場合、該外用剤中の成分（Ｃ２）の含有量は、皮
膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．１質量％以上、より
好ましくは０．５質量％以上、更に好ましくは１質量％以上であり、そして、前記と同様
の観点、及び付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは１５質量％以下、より好ま
しくは１０質量％以下、更に好ましくは８質量％以下、より更に好ましくは６質量％以下
である。
【００５４】
（成分（Ｄ）の含有量）
　前記外用剤が成分（Ｄ）を含有する場合、該外用剤中の成分（Ｄ）の含有量は、付着抑
制効果を向上させる観点から、好ましくは２０質量％以上、より好ましくは２５質量％以
上、更に好ましくは３０質量％以上であり、そして、好ましくは９５質量％以下、より好
ましくは９０質量％以下、更に好ましくは８５質量％以下である。
【００５５】
　本発明に用いる外用剤の形態としては、油相一相を分散媒とする油性型、水中油滴型（
以下、「Ｏ／Ｗ型」ともいう）、油中水滴型（以下、「Ｗ／Ｏ型」ともいう）等が挙げら
れ、適宜選択することができる。
　本発明において外用剤は、例えば、皮膚、毛髪に適用する外用剤として塗布することが
できる。前記外用剤は、付着抑制効果の観点から、好ましくは化粧料であり、より好まし
くは皮膚化粧料である。
　前記外用剤の剤型には特に制限はなく、液体状、泡状、ペースト状、クリーム状、固形
状等の任意の剤型とすることができる。
　前記外用剤の形態が油性型の場合、各成分の含有量及び各質量比は前述のとおりである
。また、前記外用剤がＷ／Ｏ型又はＯ／Ｗ型である場合、各成分の含有量及び各質量比は
、以下のとおりである。
【００５６】
（油中水滴（Ｗ／Ｏ）型の場合の各成分の含有量及び質量比）
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量は、付着抑制効果を向
上させる観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは２質量％以上、更に好まし
くは３質量％以上、より更に好ましくは５質量％以上、より更に好ましくは８質量％以上
、より更に好ましくは１０質量％以上であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良い
ものとする観点、及び経済性の観点から、好ましくは４０質量％以下、より好ましくは３
５質量％以下、更に好ましくは３０質量％以下である。
【００５７】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ
３）の合計含有量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは１質量％以上、よ
り好ましくは２質量％以上、更に好ましくは３質量％以上、より更に好ましくは５質量％
以上、より更に好ましくは８質量％以上、より更に好ましくは１０質量％以上であり、そ
して、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好まし
くは４０質量％以下、より好ましくは３５質量％以下、更に好ましくは３０質量％以下で
ある。
【００５８】
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　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合、該外用剤中の成分（Ｂ）の含有量は、皮膚に塗布する際
の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．０５質量％以上、より好ましくは０
．１質量％以上、更に好ましくは１質量％以上、より更に好ましくは３質量％以上であり
、そして、付着抑制効果を向上させる観点、及び皮膚に塗布する際の使用感を良いものと
する観点から、好ましくは３０質量％以下、より好ましくは２５質量％以下、更に好まし
くは２０質量％以下、より更に好ましくは１８質量%以下、より更に好ましくは１６質量
％以下である。
【００５９】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）の
含有量の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］は、付着抑制効果を向上させる観点から、９以下であ
り、好ましくは８以下、より好ましくは６以下、更に好ましくは４以下、より更に好まし
くは３以下であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ま
しくは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上である。
【００６０】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型であって、成分（Ａ）が、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分
（Ａ３）から選ばれる１種以上である場合、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及
び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）
＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは９以下、
より好ましくは８以下、更に好ましくは６以下、より更に好ましくは４以下、より更に好
ましくは３以下であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、
好ましくは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上であ
る。
【００６１】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合であって該外用剤が成分（Ｃ１）を含む場合、該外用剤中
の成分（Ｃ１）の含有量は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ま
しくは０．１質量％以上、より好ましくは１質量％以上、更に好ましくは３質量％以上、
より更に好ましくは５質量％以上、より更に好ましくは８質量％以上であり、そして、前
記と同様の観点、及び付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは２５質量％以下、
より好ましくは２０質量％以下、更に好ましくは１６質量％以下、より更に好ましくは１
２質量％以下である。
【００６２】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合であって該外用剤が成分（Ｃ２）を含む場合、該外用剤中
の成分（Ｃ２）の含有量は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ま
しくは０．１質量％以上、より好ましくは０．５質量％以上、更に好ましくは１質量％以
上であり、そして、前記と同様の観点、及び付着抑制効果を向上させる観点から、好まし
くは１５質量％以下、より好ましくは１０質量％以下、更に好ましくは８質量％以下、よ
り更に好ましくは６質量％以下である。
【００６３】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合であって該外用剤が成分（Ｄ）を含む場合、該外用剤中の
成分（Ｄ）の含有量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは２０質量％以上
、より好ましくは２５質量％以上、更に好ましくは３０質量％以上であり、そして、好ま
しくは７０質量％以下、より好ましくは６０質量％以下、更に好ましくは５０質量％以下
である。
【００６４】
（水中油滴（Ｏ／Ｗ）型の場合の各成分の含有量及び質量比）
　前記外用剤がＯ／Ｗ型の場合、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量は、付着抑制効果を向
上させる観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは２質量％以上、更に好まし
くは３質量％以上であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及
び経済性の観点から、好ましくは４０質量％以下、より好ましくは３５質量％以下、更に
好ましくは３０質量％以下、より更に好ましくは２０質量％以下、より更に好ましくは１
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５質量％以下である。
【００６５】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型の場合、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ
３）の合計含有量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは１質量％以上、よ
り好ましくは２質量％以上、更に好ましくは３質量％以上であり、そして、皮膚に塗布す
る際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好ましくは４０質量％以下
、より好ましくは３５質量％以下、更に好ましくは３０質量％以下、より更に好ましくは
２０質量％以下、より更に好ましくは１５質量％以下である。
【００６６】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型の場合、該外用剤中の成分（Ｂ）の含有量は、皮膚に塗布する際
の使用感を良いものとする観点から、好ましくは０．０５質量％以上、より好ましくは０
．１質量％以上、更に好ましくは１質量％以上、より更に好ましくは３質量％以上、より
更に好ましくは５質量％以上、より更に好ましくは８質量％以上、より更に好ましくは１
０質量％以上であり、そして、付着抑制効果を向上させる観点、及びべたつき等の外用剤
としての使用感の観点から、好ましくは３０質量％以下、より好ましくは２５質量％以下
、更に好ましくは２０質量％以下、より更に好ましくは１８質量％以下、より更に好まし
くは１６質量％以下である。
【００６７】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型の場合、該外用剤中の成分（Ａ）の含有量に対する成分（Ｂ）の
含有量の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］は、付着抑制効果を向上させる観点から、９以下であ
り、好ましくは８以下、より好ましくは６以下、更に好ましくは４以下、より更に好まし
くは３以下であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ま
しくは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上、より更
に好ましくは０．２以上である。
【００６８】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型であって、成分（Ａ）が、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分
（Ａ３）から選ばれる１種以上である場合、前記外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）
及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１
）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは９以下
、より好ましくは８以下、更に好ましくは６以下、より更に好ましくは４以下、より更に
好ましくは３以下であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から
、好ましくは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上、
より更に好ましくは０．２以上である。
【００６９】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型であって該外用剤が成分（Ｃ１）を含む場合、該外用剤中の成分
（Ｃ１）の含有量は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは
０．１質量％以上、より好ましくは１質量％以上、更に好ましくは３質量％以上、より更
に好ましくは５質量％以上、より更に好ましくは８質量％以上、より更に好ましくは１０
質量％以上であり、そして、前記と同様の観点、及び付着抑制効果を向上させる観点から
、好ましくは２５質量％以下、より好ましくは２０質量％以下、更に好ましくは１６質量
％以下である。
【００７０】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型であって該外用剤が成分（Ｃ２）を含む場合、該外用剤中の成分
（Ｃ２）の含有量は、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点から、好ましくは
０．１質量％以上、より好ましくは０．５質量％以上、更に好ましくは１質量％以上であ
り、そして、前記と同様の観点、及び付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは１
５質量％以下、より好ましくは１０質量％以下、更に好ましくは８質量％以下、より更に
好ましくは６質量％以下である。
【００７１】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型の場合であって該外用剤が成分（Ｄ）を含む場合、前記外用剤中
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の成分（Ｄ）の含有量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは０．０１質量
％以上、より好ましくは０．０３質量％以上、更に好ましくは０．０５質量％以上であり
、そして、好ましくは７質量％以下、より好ましくは５質量％以下、更に好ましくは３質
量％以下である。
【００７２】
〔塗布方法〕
　本発明において外用剤を皮膚に塗布する方法としては、外用剤の使用形態又は目的に応
じて、公知の方法により塗布することができる。ここで、「皮膚に塗布する」とは、皮膚
表面に手等で外用剤を直接塗布することだけでなく、噴霧等により外用剤を皮膚表面に付
着させることを含む。前記外用剤が、液体状、泡状、ペースト状、クリーム状、固体状の
ものは、通常そのまま塗布、噴霧等により施用することができる。
【００７３】
（成分（Ａ）の塗布量）
　成分（Ａ）の皮膚表面への塗布量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは
０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上、より好ましくは０．０４ｍｇ／ｃｍ2以上、更に好ましくは０
．０５ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．０７ｍｇ／ｃｍ2以上であり、そして、
皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好ましくは０
．８ｍｇ／ｃｍ2以下、より好ましくは０．７ｍｇ／ｃｍ2以下、更に好ましくは０．６ｍ
ｇ／ｃｍ2以下である。より具体的には、成分（Ａ）の皮膚表面への塗布量は、付着抑制
効果を向上させる観点から、並びに皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及
び経済性の観点から、好ましくは０．０３～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より好ましくは０．０
４～０．８ｍｇ／ｃｍ2、更に好ましくは０．０５～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好まし
くは０．０７～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．７ｍｇ／ｃｍ2、
より更に好ましくは０．０７～０．６ｍｇ／ｃｍ2である。
【００７４】
　成分（Ａ）が、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上で
ある場合、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚表面への合計塗布量は、
付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上、より好まし
くは０．０４ｍｇ／ｃｍ2以上、更に好ましくは０．０５ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ま
しくは０．０７ｍｇ／ｃｍ2以上であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いもの
とする観点、及び経済性の観点から、好ましくは０．８ｍｇ／ｃｍ2以下、より好ましく
は０．７ｍｇ／ｃｍ2以下、更に好ましくは０．６ｍｇ／ｃｍ2以下である。より具体的に
は、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚表面への合計塗布量は、付着抑
制効果を向上させる観点から、並びに皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、
及び経済性の観点から、好ましくは０．０３～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より好ましくは０．
０４～０．８ｍｇ／ｃｍ2、更に好ましくは０．０５～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ま
しくは０．０７～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．７ｍｇ／ｃｍ2

、より更に好ましくは０．０７～０．６ｍｇ／ｃｍ2である。
【００７５】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合、成分（Ａ）の皮膚表面への塗布量は、付着抑制効果を向
上させる観点から、好ましくは０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上、より好ましくは０．０４ｍｇ
／ｃｍ2以上、更に好ましくは０．０５ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．０７ｍ
ｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．１０ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．
２０ｍｇ／ｃｍ2以上であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点
、及び経済性の観点から、好ましくは０．８ｍｇ／ｃｍ2以下、より好ましくは０．７ｍ
ｇ／ｃｍ2以下、更に好ましくは０．６ｍｇ／ｃｍ2以下である。より具体的には、成分（
Ａ）の皮膚表面への塗布量は、付着抑制効果を向上させる観点から、並びに皮膚に塗布す
る際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好ましくは０．０３～０．
８ｍｇ／ｃｍ2、より好ましくは０．０４～０．８ｍｇ／ｃｍ2、更に好ましくは０．０５
～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ま
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しくは０．１０～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．２０～０．７ｍｇ／ｃｍ2

、より更に好ましくは０．２０～０．６ｍｇ／ｃｍ2である。
【００７６】
　前記外用剤がＷ／Ｏ型の場合であって、成分（Ａ）が、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及
び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上である場合、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分
（Ａ３）の皮膚表面への合計塗布量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは
０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上、より好ましくは０．０４ｍｇ／ｃｍ2以上、更に好ましくは０
．０５ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．０７ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好まし
くは０．１０ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．２０ｍｇ／ｃｍ2以上であり、そ
して、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好まし
くは０．８ｍｇ／ｃｍ2以下、より好ましくは０．７ｍｇ／ｃｍ2以下、更に好ましくは０
．６ｍｇ／ｃｍ2以下である。より具体的には、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（
Ａ３）の皮膚表面への合計塗布量は、付着抑制効果を向上させる観点から、並びに皮膚に
塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好ましくは０．０３
～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より好ましくは０．０４～０．８ｍｇ／ｃｍ2、更に好ましくは０
．０５～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更
に好ましくは０．１０～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．２０～０．７ｍｇ
／ｃｍ2、より更に好ましくは０．２０～０．６ｍｇ／ｃｍ2である。
【００７７】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型の場合、成分（Ａ）の皮膚表面への塗布量は、付着抑制効果を向
上させる観点から、好ましくは０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上、より好ましくは０．０４ｍｇ
／ｃｍ2以上、更に好ましくは０．０５ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．０７ｍ
ｇ／ｃｍ2以上であり、そして、皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び
経済性の観点から、好ましくは０．８ｍｇ／ｃｍ2以下、より好ましくは０．７ｍｇ／ｃ
ｍ2以下、更に好ましくは０．６ｍｇ／ｃｍ2以下、より更に好ましくは０．３ｍｇ／ｃｍ
2以下である。より具体的には、成分（Ａ）の皮膚表面への塗布量は、付着抑制効果を向
上させる観点から、並びに皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経済性
の観点から、好ましくは０．０３～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より好ましくは０．０４～０．
８ｍｇ／ｃｍ2、更に好ましくは０．０５～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．
０７～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．７ｍｇ／ｃｍ2、より更に
好ましくは０．０７～０．６ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．３ｍｇ／
ｃｍ2である。
【００７８】
　前記外用剤がＯ／Ｗ型の場合であって、成分（Ａ）が、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及
び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上である場合、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分
（Ａ３）の皮膚表面への合計塗布量は、付着抑制効果を向上させる観点から、好ましくは
０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上、より好ましくは０．０４ｍｇ／ｃｍ2以上、更に好ましくは０
．０５ｍｇ／ｃｍ2以上、より更に好ましくは０．０７ｍｇ／ｃｍ2以上であり、そして、
皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経済性の観点から、好ましくは０
．８ｍｇ／ｃｍ2以下、より好ましくは０．７ｍｇ／ｃｍ2以下、更に好ましくは０．６ｍ
ｇ／ｃｍ2以下、より更に好ましくは０．３ｍｇ／ｃｍ2以下である。より具体的には、成
分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚表面への合計塗布量は、付着抑制効果
を向上させる観点から、並びに皮膚に塗布する際の使用感を良いものとする観点、及び経
済性の観点から、好ましくは０．０３～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より好ましくは０．０４～
０．８ｍｇ／ｃｍ2、更に好ましくは０．０５～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは
０．０７～０．８ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．７ｍｇ／ｃｍ2、より
更に好ましくは０．０７～０．６ｍｇ／ｃｍ2、より更に好ましくは０．０７～０．３ｍ
ｇ／ｃｍ2である。
【００７９】
　上述した実施形態に関し、本発明はさらに以下の実施態様を開示する。
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＜１＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害物
質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（
Ａ３）〕］が９以下０．０１以上である、大気有害物質の付着抑制方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
【００８０】
＜２＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害物
質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（
Ａ３）〕］が９以下０．０１以上である、大気有害物質の付着抑制方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
【００８１】
＜３＞　質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が６以下０．０５以上で
ある、前記＜１＞又は＜２＞に記載の大気有害物質の付着抑制方法。
＜４＞　質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が４以下０．１以上であ
る、前記＜１＞又は＜２＞に記載の大気有害物質の付着抑制方法。
【００８２】
＜５＞　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚への合計塗布量が０．０３
ｍｇ／ｃｍ2以上０．８ｍｇ／ｃｍ2以下である、前記＜１＞～＜４＞のいずれかに記載の
大気有害物質の付着抑制方法。
＜６＞　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚への合計塗布量が０．０５
ｍｇ／ｃｍ2以上０．８ｍｇ／ｃｍ2以下である、前記＜１＞～＜４＞のいずれかに記載の
大気有害物質の付着抑制方法。
＜７＞　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚への合計塗布量が０．０７
ｍｇ／ｃｍ2以上０．７ｍｇ／ｃｍ2以下である、前記＜１＞～＜４＞のいずれかに記載の
大気有害物質の付着抑制方法。
【００８３】
＜８＞　外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量が１質量
％以上４０質量％以下である、前記＜１＞～＜７＞のいずれかに記載の大気有害物質の付
着抑制方法。
＜９＞　外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量が２質量
％以上３５質量％以下である、前記＜１＞～＜７＞のいずれかに記載の大気有害物質の付
着抑制方法。
＜１０＞　外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量が３質
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量％以上３０質量％以下である、前記＜１＞～＜７＞のいずれかに記載の大気有害物質の
付着抑制方法。
【００８４】
＜１１＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害
物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（
Ａ３）〕］が６以下０．０５以上であり、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の皮膚への合計塗布量が０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上０．８ｍｇ／ｃｍ2以下である、大気有
害物質の付着抑制方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
【００８５】
＜１２＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害
物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（
Ａ３）〕］が４以下０．０５以上であり、成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の皮膚への合計塗布量が０．０３ｍｇ／ｃｍ2以上０．８ｍｇ／ｃｍ2以下である、大気有
害物質の付着抑制方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
【００８６】
＜１３＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害
物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（
Ａ３）〕］が６以下０．０５以上であり、外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成
分（Ａ３）の合計含有量が１質量％以上４０質量％以下である、大気有害物質の付着抑制
方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上８０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
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【００８７】
＜１４＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害
物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、及び成分（Ｂ）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（
Ａ３）〕］が４以下０．０５以上であり、外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成
分（Ａ３）の合計含有量が１質量％以上４０質量％以下である、大気有害物質の付着抑制
方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
【００８８】
＜１５＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害
物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、成分（Ｂ）、及び成分（Ｃ１）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及
び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）
＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が４以下０．１以上であり、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分
（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｃ１）の含有量の質量比［（Ｃ１
）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が２以下０．１以上であり、該外用剤中の成分
（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）及び成分（Ｃ
１）の合計含有量の質量比［〔（Ｂ）＋（Ｃ１）〕／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕
］が４以下０．１以上であり、外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）
の合計含有量が１質量％以上４０質量％以下である、大気有害物質の付着抑制方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
　成分（Ｃ１）：不揮発性の炭化水素油
【００８９】
＜１６＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害
物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、成分（Ｂ）、及び成分（Ｃ２）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及
び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）／〔（Ａ１）
＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が４以下０．１以上であり、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分
（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｃ２）の含有量の質量比［（Ｃ２
）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が０．７０以下０．０３以上であり、該外用剤
中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）及び
成分（Ｃ２）の合計含有量の質量比［〔（Ｂ）＋（Ｃ２）〕／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（
Ａ３）〕］が４以下０．１以上であり、外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分
（Ａ３）の合計含有量が１質量％以上４０質量％以下である、大気有害物質の付着抑制方
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法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
　成分（Ｃ２）：不揮発性のシリコーン油
【００９０】
＜１７＞　外用剤を皮膚に塗布して、大気有害物質の皮膚への付着を抑制する、大気有害
物質の付着抑制方法であって、
　該外用剤が下記の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）から選ばれる１種以上
、成分（Ｂ）、成分（Ｃ１）及び成分（Ｃ２）を含有し、該外用剤中の成分（Ａ１）、成
分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）の含有量の質量比［（Ｂ）
／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が４以下０．１以上であり、該外用剤中の成分（
Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｃ２）の含有量の質
量比［（Ｃ２）／〔（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が０．７０以下０．０３以上であ
り、該外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成
分（Ｃ１）及び成分（Ｃ２）の合計含有量の質量比［〔（Ｃ１）＋（Ｃ２）〕／〔（Ａ１
）＋（Ａ２）＋（Ａ３）〕］が２以下０．１以上であり、該外用剤中の成分（Ａ１）、成
分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の合計含有量に対する成分（Ｂ）、成分（Ｃ１）及び成分（
Ｃ２）の合計含有量の質量比［〔（Ｂ）＋（Ｃ１）＋（Ｃ２）〕／〔（Ａ１）＋（Ａ２）
＋（Ａ３）〕］が４以下０．１以上であり、外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び
成分（Ａ３）の合計含有量が１質量％以上４０質量％以下である、大気有害物質の付着抑
制方法。
　成分（Ａ１）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下である脂肪酸処理された
酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ２）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるアルキルアルコキ
シシラン処理された酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ａ３）：平均一次粒子径ｄAが５ｎｍ以上５０ｎｍ以下であるシリコーン処理さ
れた酸化チタン及び酸化亜鉛から選ばれる１種以上
　成分（Ｂ）：エステル油
　成分（Ｃ１）：不揮発性の炭化水素油
　成分（Ｃ２）：不揮発性のシリコーン油
【００９１】
＜１８＞　外用剤が油中水滴型であって、外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成
分（Ａ３）の合計含有量が１０質量％以上４０質量％以下である、前記＜１１＞～＜１７
＞の大気有害物質の付着抑制方法。
＜１９＞　外用剤が水中油滴型であって、外用剤中の成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成
分（Ａ３）の合計含有量が１質量％以上１５質量％以下である、前記＜１１＞～＜１７＞
の大気有害物質の付着抑制方法。
＜２０＞　外用剤中の成分（Ｂ）の含有量が１質量％以上１８質量％以下である、＜１１
＞～＜１９＞の大気有害物質の付着抑制方法。
＜２１＞　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚への合計塗布量が０．０
５ｍｇ／ｃｍ2以上０．８ｍｇ／ｃｍ2以下である、前記＜１１＞～＜２０＞のいずれかに
記載の大気有害物質の付着抑制方法。
＜２２＞　成分（Ａ１）、成分（Ａ２）及び成分（Ａ３）の皮膚への合計塗布量が０．０
７ｍｇ／ｃｍ2以上０．７ｍｇ／ｃｍ2以下である、前記＜１１＞～＜２０＞のいずれかに
記載の大気有害物質の付着抑制方法。
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【実施例】
【００９２】
　以下の実施例及び比較例において、「部」及び「％」は特記しない限り「質量部」及び
「質量％」である。
【００９３】
（成分（Ａ）の平均一次粒子径ｄA）
　成分（Ａ）が板状以外の形状を有する場合には、予め調製した成分（Ａ）の分散液を透
過型電子顕微鏡（ＴＥＭ）（日本電子（株）製、商品名「ＪＥＭ１４００Ｐｌｕｓ」）の
試料台に載せて、風乾させた後、ＴＥＭにより観察倍率５０，０００倍の条件で観察した
画像中の３００個の一次粒子の最大短径を測定し、その数平均値を平均一次粒子径ｄAと
した。ここで、最大短径とは、長径と直交する短径のうち、最大長を有する短径を意味す
る。
　成分（Ａ）が板状である場合には、上記と同様の観察倍率の条件で観察した画像中の３
００個の一次粒子の厚さを測定し、その数平均値を平均一次粒子径ｄAとした。
　なお、成分（Ａ）の分散液は、成分（Ａ）５ｇに溶媒としてエタノール９５ｇを加えて
超音波分散して調製した。
【００９４】
（２５℃における動粘度）
　２５℃における動粘度は、ＡＳＴＭ　Ｄ　４４５－４６Ｔ又はＪＩＳ　Ｚ　８８０３に
準じて、ウベローデ粘度計を用いて測定した。
【００９５】
　実施例及び比較例では、以下の表１に示す成分（Ａ）の市販品を用いた。
【００９６】
【表１】

【００９７】
実施例１～１３，比較例１～８，参考例１～４
　表２～６に示す組成にて成分（Ａ）又は成分（Ａ’）、成分（Ｂ）及び成分（Ｄ）を室
温で撹拌、混合して、実施例１～１３、比較例１～８の外用剤を得た。
　成分（Ｂ）としてパルミチン酸イソプロピル（花王（株）製、商品名「エキセパールＩ
ＰＰ」）、成分（Ｄ）としてドデカメチルペンタシロキサン（信越化学工業（株）製、商
品名「ＫＦ－９６Ｌ－２ｃｓ」、２５℃における動粘度：２ｍｍ2／ｓ）を用いた。
　また、成分（Ａ’）として、メチルシロキサン網状重合体（モメンティブ・パフォーマ
ンス・マテリアルズ・ジャパン合同会社製　「トスパール　１４５Ａ」（真球状シリコー
ン微粒子、平均粒子径：４．５μｍ（カタログ値）））及びシリカ粒子（ＡＧＣエスアイ
テック（株）「サンスフェアＮＰ－３０」（平均粒子径：４μｍ（カタログ値）））を用
いた。
　なお、参考例１～４においては、成分（Ｂ）を用いずに表２～５に示す組成にて成分（
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　得られた外用剤を用いて大気有害物質の付着抑制効果を以下に示す方法により評価した
。結果を表２～６に示す。
【００９８】
＜大気有害物質の付着抑制効果の評価方法＞
　上記で得られた外用剤を、成分（Ａ）又は成分（Ａ’）の塗布量が０．１２ｍｇ／ｃｍ
2となるように、皮膚の代替として白色人工皮革（商品名「ラフォーレＳ２９２３」、（
株）オカモト新和製）に塗布し、室温で一晩放置して乾燥させた。
　評価用大気有害物質の送風環境中に外用剤が塗布された人工皮革表面を曝露し、測色計
を用いてＬ＊ａ＊ｂ＊値を測定し、曝露前後の色差ΔＥを以下の方法により測定した。
〔色差ΔＥの測定〕
　測色計（商品名「ＣＭ－２００２」、コニカミノルタ（株）製)を用い、評価用大気有
害物質を曝露する前の外用剤が塗布された人工皮革表面のＬ1

*、ａ1
*、ｂ1

*値を測定した
。
　別途、グローブバッグ（品番「３－１１８－０１」、アズワン（株）製）内に、送風機
（商品名「シルキーウィンド９ＺＦ００２ＲＨ０２」、サイズ：１２９×１０６×８３ｍ
ｍ、リズム時計工業（株）製）、網ふるい（Ｔｅｓｔ　ｓｉｅｖｅｓ試験用ふるい　ＪＩ
Ｓ　Ｚ　８８０１、枠寸法：φ１００×４５Ｈ、目開き：１０６μｍ、東京スクリーン（
株）製）を固定した。網ふるいの設置高さは１７ｃｍとした。
　試験サンプルの外用剤が塗布された人工皮革（５ｃｍ×４ｃｍ）を該人工皮革の下端の
高さが１１ｃｍの位置になるように支持体に貼り付けた。該支持体の人工皮革の塗布表面
と送風機との間の距離を１５ｃｍとし、図１に示すとおり送風機の送風方向に対して人工
皮革の塗布表面を垂直に、送風機の羽根の中心高さと人工皮革の中心高さが同じになるよ
うに設置した。
　グローブバッグ内の温度を２５℃、相対湿度を５７％ＲＨとし、網ふるいから目詰まり
除去ブラシ（商品名「ＪＮＢ－５」、ブラシ径５３μｍ、東京スクリーン（株）製）を用
いて、評価用大気有害物質として黒鉛粉末（商品名「Ｊ－ＣＰＢ」、平均粒径：５．５μ
ｍ、日本黒鉛工業（株）製）５０ｍｇを分級しながら、送風目盛りを１に設定した送風機
の吹き出し口の前に１分間落下させ、評価用大気有害物質の送風環境中に外用剤が塗布さ
れた人工皮革表面を曝露した。
　次いで、上記測色計を用いて曝露した人工皮革表面のＬ2

*、ａ2
*、ｂ2

*値を測定し、下
記式（Ｉ）より色差ΔＥ値を求めた。
　ΔＥ＝［（Ｌ1

*－Ｌ2
*）2＋（ａ1

*－ａ2
*）2＋（ｂ1

*－ｂ2
*）2］0.5　　　（Ｉ）

　以上の操作を各試験サンプルにつき３回行い、試験サンプルの外用剤を塗布した人工皮
革の色差ΔＥの平均値をΔＥｔとした。更に、標準サンプルとして外用剤を塗布していな
い人工皮革についても上記と同様の操作を３回行い、色差ΔＥの平均値をΔＥｓとし、下
記式（II）より付着抑制率を算出した。付着抑制率が高いほど大気有害物質の付着抑制効
果に優れる。
　大気有害物質の付着抑制率（％）＝１００×（ΔＥｓ－ΔＥｔ)／ΔＥｓ　　　（II）
【００９９】
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【表２】

【０１００】

【表３】

【０１０１】

【表４】

【０１０２】
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【表５】

【０１０３】

【表６】

【０１０４】
　表２～６から、実施例１～１３は、成分（Ａ）及び成分（Ｂ）を含有し、成分（Ａ）に
対する成分（Ｂ）の質量比［（Ｂ）／（Ａ）］が９以下である外用剤を塗布することによ
り、比較例１～８と比べて、高い付着抑制効果を有することが分かる。
　また、参考例１～４に比べて、実施例１～１３の外用剤は、成分（Ｂ）を含むため、使
用感（感触）も良好である。
【０１０５】
実施例１４～２１
　以下の処方例１～８に示す外用剤を調製し、各外用剤２ｍｇ／ｃｍ2を白色人工皮革に
塗布したこと以外は、前述の大気有害物質の付着抑制効果の評価方法と同様に評価を行っ
た。結果を表７に示す。
　なお、処方例中の各表記は以下のとおりである。
　＊１：堺化学工業（株）製　「ＳＴＲ－１００Ｃ－ＬＦ」
　＊２：テイカ（株）製　「ＭＩＣＲＯ　ＺＩＮＣ　ＯＸＩＤＥ　ＭＺ－５０４Ｒ３Ｍ」
　＊３：日清オイリオグループ（株）製　「エステモール　Ｎ－０１」
　＊４：日油（株）製　「パールリーム　ＥＸ」
　＊５：日本サーファクタント工業（株）製　「ニッコール　スクワラン」
　＊６：信越化学工業（株）製　「ＫＦ－９６Ａ－１０ＣＳ」
　＊７：花王（株）製　「スフィンゴリピッド　Ｅ」
　＊８：信越化学工業（株）製　「ＫＦ－６０１５」
　＊９：信越化学工業（株）製　「ＫＦ－９６Ｌ－２ＣＳ」
　＊１０：モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン合同会社製　「トス
パール　１４５Ａ」
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　＊１１：三好化成（株）製　「ＳＩ－タルク　ＪＡ－４６Ｒ」
　＊１２：花王（株）製　「エキセパールＴＧＯ」
　＊１３：信越化学工業（株）製　「ＫＦ－９６Ａ－６ＣＳ」
　＊１４：堺化学（株）製「ＦＩＮＥＸ－３０－ＯＴＳ（Ｋ）」
　＊１５：ＢＡＳＦジャパン（株）製　「ユビナールＭＣ８０」
　＊１６：ＢＡＳＦジャパン（株）製　「ＴＩＮＯＳＯＲＢ　Ｓ」
　＊１７：花王（株）製　「エキセパール　ＩＰＰ」
　＊１８：モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン合同会社製　「シリ
コーン　ＴＳＦ４０５Ａ」
　＊１９：石原産業（株）製　「ＭＰＴ－１７１」
　＊２０：高級アルコール工業（株）製　「セチルアルコール　ＮＸ」
　＊２１：ミヨシ油脂（株）製　「モンテックス　Ａ」
　＊２２：花王（株）製　「エマルゲン　１６２０Ｇ」
　＊２３：Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．製　「
ＰＥＭＵＬＥＮＴＲ－１」
　＊２４：Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．製　「
ＰＥＭＵＬＥＮＴＲ－２」
　＊２５：堺化学工業（株）製　「ＳＴＲ－１００Ｗ－ＯＴＳ」
　＊２６：ＢＡＳＦジャパン（株）製　「ユビナールＴ１５０」
　＊２７：花王（株）製　「レオドール　ＴＷ－Ｓ１２０Ｖ」
　＊２８：日油（株）製　「パールリーム　４」
　＊２９：堺化学工業（株）製　「ＦＩＮＥＸ－５０－ＬＰＴＭ」
　＊３０：大東化成工業（株）製　「Ｄ－ＦＺＮ（ＳＩ０１）」
　＊３１：日清オイリオグループ（株）製「コスモール　５２５」
　＊３２：ＢＡＳＦジャパン（株）製　「ユビナールＡ　Ｐｌｕｓ　ＧＲＡＮＵＬＡＲ」
　＊３３：花王（株）製　「レオドール　ＳＰ－Ｓ１０Ｖ」
　＊３４：ＳＥＰＰＩＣ　Ｓ．Ａ．社製　「ＳＩＭＵＬＧＥＬ　ＥＧ」
　＊３５：信越化学工業（株）製　「シリコーン　Ｘ－５２－１６２１」
　＊３６：日清オイリオグループ（株）製　「サラコス９９」
【０１０６】
処方例１（Ｗ／Ｏ型外用剤、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝０．１２、質量比［（Ｃ１）／
（Ａ）］＝０．３５）
（配合成分（量））
　ステアリン酸処理酸化チタン（成分（Ａ１））＊１　　７部
　シリコーン処理酸化亜鉛（成分（Ａ３））＊２　　１９部
　ジカプリン酸ネオペンチルグリコール（成分（Ｂ））＊３　　３部
　流動イソパラフィン（成分（Ｃ１））＊４　　６部
　スクワラン（成分（Ｃ１））＊５　　３部
　Ｎ－（ヘキサデシロキシヒドロキシプロピル）－Ｎ－ヒドロキシエチルヘキサデカナミ
ド＊７　　１．５部
　ポリオキシエチレン／メチルポリシロキサン共重合体（ＨＬＢ：４．５）＊８　　１．
４部
　ドデカメチルペンタシロキサン（２５℃動粘度：２ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｄ））＊９　
　４０．１部
　メチルシロキサン網状重合体＊１０　　１部
　シリコーン被覆タルク＊１１　　１．９部
　グリセリン（８６％）　　１部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１０７】
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処方例２（Ｗ／Ｏ型外用剤、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝０．３１、質量比［（Ｃ１）／
（Ａ）］＝０．３５、質量比［（Ｃ２）／（Ａ）］＝０．０４）
（配合成分（量））
　ステアリン酸処理酸化チタン（成分（Ａ１））＊１　　７部
　シリコーン処理酸化亜鉛（成分（Ａ３））＊２　　１９部
　ジカプリン酸ネオペンチルグリコール（成分（Ｂ））＊３　　３部
　トリ２－エチルヘキサン酸グリセリル（成分（Ｂ））＊１２　　５部
　流動イソパラフィン（成分（Ｃ１））＊４　　５部
　スクワラン（成分（Ｃ１））＊５　　４部
　ジメチルポリシロキサン（２５℃動粘度：１０ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｃ２））＊６　　
１部
　Ｎ－（ヘキサデシロキシヒドロキシプロピル）－Ｎ－ヒドロキシエチルヘキサデカナミ
ド＊７　　１．５部
　ポリオキシエチレン／メチルポリシロキサン共重合体（ＨＬＢ：４．５）＊８　　１．
４部
　ドデカメチルペンタシロキサン（２５℃動粘度：２ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｄ））＊９　
　３５．１部
　メチルシロキサン網状重合体＊１０　　３部
　シリコーン被覆タルク＊１１　　１．９部
　グリセリン（８６％）　　１部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１０８】
処方例３（Ｗ／Ｏ型外用剤）（質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝０．１２、質量比［（Ｃ１）
／（Ａ）］＝０．３５、質量比［（Ｃ２）／（Ａ）］＝０．２３）
（配合成分（量））
　ステアリン酸処理酸化チタン（成分（Ａ１））＊１　　７部
　シリコーン処理酸化亜鉛（成分（Ａ３））＊２　　１９部
　ジカプリン酸ネオペンチルグリコール（成分（Ｂ））＊３　　３部
　流動イソパラフィン（成分（Ｃ１））＊４　　７部
　スクワラン（成分（Ｃ１））＊５　　２部
　ジメチルポリシロキサン（２５℃動粘度：１０ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｃ２））＊６　　
１部
　ジメチルポリシロキサン（２５℃動粘度：６ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｃ２））＊１３　　
５部
　Ｎ－（ヘキサデシロキシヒドロキシプロピル）－Ｎ－ヒドロキシエチルヘキサデカナミ
＊７　　１．５部
　ポリオキシエチレン／メチルポリシロキサン共重合体（ＨＬＢ：４．５）＊８　　１．
４部
　ドデカメチルペンタシロキサン（２５℃動粘度：２ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｄ））＊９　
　３５．１部
　グリセリン（８６％）　　１部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１０９】
処方例４（Ｗ／Ｏ型外用剤、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝０．９７、質量比［（Ｃ２）／
（Ａ）］＝０．２７）
（配合成分（量））
　オクチルトリエトキシシラン処理酸化亜鉛（成分（Ａ２））＊１４　　１５部
　パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル（成分（Ｂ））＊１５　　１０部
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　ジカプリン酸ネオペンチルグリコール（成分（Ｂ））＊３　　３部
　パルミチン酸イソプロピル（成分（Ｂ））＊１７　　１．５部
　ジメチルポリシロキサン（２５℃動粘度：６ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｃ２））＊１３　　
４部
　２，４－ビス－［｛４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ｝－フェニル
］－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン＊１６　　２部
　ポリオキシエチレン／メチルポリシロキサン共重合体（ＨＬＢ：４．５）＊８　　０．
８部
　ドデカメチルペンタシロキサン（２５℃動粘度：２ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｄ））＊９　
　５部
　デカメチルシクロペンタシロキサン（２５℃動粘度：４ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｄ））＊
１８　　２８．７部
　シリコーン被覆タルク＊１１　　２部
　エタノール　　１１部
　１，３－ブチレングリコール　　２部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１１０】
処方例５（Ｏ／Ｗ型外用剤、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝３．０、質量比［（Ｃ２）／（
Ａ）］＝０．２５）
（配合成分（量））
　ステアリン酸処理酸化チタン（成分（Ａ１））＊１９　　４部
　パルミチン酸イソプロピル（成分（Ｂ））＊１７　　４部
　パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル（成分（Ｂ））＊１５　　８部
　ジメチルポリシロキサン（２５℃動粘度：１０ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｃ２））＊６　　
１部
　２，４－ビス－［｛４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ｝－フェニル
］－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン＊１６　　１部
　セタノール＊２０　　０．２部
　モノステアリン酸グリセリル＊２１　　０．３部
　イソセテス－２０＊２２　　０．０３部
　（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））クロスポリマー＊２３　　０
．２部
　（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））クロスポリマー＊２４　　０
．２部
　ＥＤＴＡ－２Ｎａ　　０．０１部
　フェノキシエタノール　　０．５部
　水酸化カリウム（４８％）　　０．４部
　エタノール　　５部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１１１】
処方例６（Ｏ／Ｗ型外用剤、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝３．５、質量比［（Ｃ２）／（
Ａ）］＝０．２５）
（配合成分（量））
　オクチルトリエトキシシラン処理酸化チタン（成分（Ａ２））＊２５　　４部
　パルミチン酸イソプロピル（成分（Ｂ））＊１７　　４部
　パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル（成分（Ｂ））＊１５　　８部
　２，４，６－トリス［４－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）アニリノ］－１，
　３，５－トリアジン（成分（Ｂ））＊２６　　２部
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　ジメチルポリシロキサン（２５℃動粘度：１０ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｃ２））＊６　　
１部
　２，４－ビス－［｛４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ｝－フェニル
］－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン＊１６　　２部
　セタノール＊２０　　０．２部
　モノステアリン酸グリセリル＊２１　　０．３部
　イソセテス－２０＊２２　　０．０３部
　モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン＊２７　　０．１部
　（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））クロスポリマー＊２３　　０
．２部
　（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））クロスポリマー＊２４　　０
．２部
　軽質流動イソパラフィン（成分（Ｄ））＊２８　　１部
　ＥＤＴＡ－２Ｎａ　　０．０１部
　フェノキシエタノール　　０．５部
　１，３－ブチレングリコール　　５部
　水酸化カリウム（４８％）　　０．６部
　エタノール　　５部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１１２】
処方例７（Ｏ／Ｗ型外用剤、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝１．３）
（配合成分（量））
　シリコーン処理酸化亜鉛（成分（Ａ３））＊２９　　８部
　シリコーン処理酸化亜鉛（成分（Ａ３））＊３０　　３部
　ジ２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコール（成分（Ｂ））＊３１　　４部
　パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル（成分（Ｂ））＊１５　　８部
　ジエチルアミノヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシルエステル（成分（Ｂ））＊３２
　　２部
　２，４－ビス－［｛４－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシ｝－フェニル
］－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリアジン＊１６　　２部
　ベヘニルアルコール　　０．５部
　モノステアリン酸ソルビタン＊３３　　１部
　モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン＊２７　　１部
　アクリル酸ナトリウム／アクリロイルジメチルタウリン酸ナトリウム共重合体／イソヘ
キサデカン／ポリソルベート８０＊３４　　２部
　メチルシロキサン網状重合体＊３５　　０．５部
　１，３－ブチレングリコール　　１部
　ＥＤＴＡ－２Ｎａ　　０．０１部
　エチルアルコール　　１０部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１１３】
処方例８（Ｏ／Ｗ型外用剤、質量比［（Ｂ）／（Ａ）］＝１．５、質量比［（Ｃ２）／（
Ａ）］＝０．５０）
（配合成分（量））
　ステアリン酸処理酸化チタン（成分（Ａ１））＊１９　　８部
　イソノナン酸イソノニル（成分（Ｂ））＊３６　　７．６部
　ジカプリン酸ネオペンチルグリコール（成分（Ｂ））＊３　　４部
　ジメチルポリシロキサン（２５℃動粘度：６ｍｍ2／ｓ）（成分（Ｃ２））＊１３　　
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　モノステアリン酸ソルビタン＊３３　　０．７部
　モノステアリン酸ポリオキシエチレンソルビタン＊２７　　１部
　ステアリルアルコール　　１部
　（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））クロスポリマー＊２３　　０
．０７部
　（アクリレーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））クロスポリマー＊２４　　０
．２５部
　水酸化カリウム（４８％）　　０．４部
　１，３－ブチレングリコール　　８部
　ＥＤＴＡ－２Ｎａ　　０．０２部
　精製水　　残部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　合計　　　１００部
【０１１４】

【表７】

【０１１５】
　表７から、実施例１４～２１は、処方例１～８に示す外用剤を塗布することにより、付
着抑制効果を有することが分かる。
　また、参考例１～４に比べて、実施例１４～２１で用いた外用剤は、成分（Ｂ）を含む
ため、使用感（感触）も良好である。
【産業上の利用可能性】
【０１１６】
　本発明の付着抑制方法は、大気有害物質の付着抑制効果が高いため、大気有害物質の皮
膚への付着抑制方法として特に有用である。
【符号の説明】
【０１１７】
　　１：評価対象のサンプル
　　２：支持体
　　３：網ふるい
　　４：評価用大気有害物質
　　５：送風機
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